
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
二
十
三
号
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『
桐
火
桶
抄
』

の
本
文

川

平

ひ

と

し

1

『桐

火
桶
抄

』
と

は
、

周
知

の
よ
う

に

『桐

火
桶

』
は
藤

原
定

家

の
著
作

で
は

な

い
こ
と
を

述

べ
立

で
た
書

で
あ

る
。

分
量

は
僅
少

、
零

細
、

む

し

ろ
片

々
た

る
テ

キ

ス
ト
と
も

見
做

さ
れ

よ
う
。

し

か
し

そ

の
内

容

は
、
書

物

の
真

偽
を

あ
げ

つ
ら

う

〈
論

疑

(偽

)
弁
贋

〉

の
書

の
系
譜

に
立

つ
も

の
と
し

て
も

興
味

深

い
ば

か
り

で
な
く
、

何

よ
り
私

た

ち

に
と

っ
て
は
、

定

家
偽
書

批

判

の
書

の
初

期

の
例

と
し

て
、

ま
た

『
桐
火

桶
』

の
成

立
問

題

に

か
か
わ

る
書

と
し

て

『桐

火
桶

抄
』

の
成

立
問

題
自

体
、

必
ず

し

も
決
着

を

み

て

い
な

い
と
な

れ
ば

な

お
さ
ら
!

注
目

さ

れ
る

と
こ

ろ

で
あ

る
。

而
し

て
、

こ

の
テ
キ

ス
ト

の
書
誌

、
内

容
読
解

、
位

置

づ
け

に

つ
い
て

検
討

す

べ
き

こ
と

は
少
な

く
な

い
が

、

そ
れ
ら

の
課

題

の
多

く

と
、
対

象

を
捉

え

る
た

め

の
理

論
上

そ
し

て
方

法
論

上

の
問
題

に

つ
い
て
は
別
稿

で

考

え
た

い
。
小

稿

で
は
、

諸
課

題

の
う

ち
、
特

に
書

誌

の
問
題

を
中

心

に

ー

そ

れ
も

『
桐
火

桶
抄

』

の
本
文

に
密
着

し
、

そ

の
実

体
を

明

ら

か
に

す

る

こ
と
を
主

目
的

と

し

て
ー
1
-検

討

し

て
お
き

た

い
。

2

『桐

火
桶

抄
』

(以
下

『抄
』
と
略
記
す
る
)

の
伝
本

は

、
形
態

上
、

1

『井

蛙
抄

』

の
伝
本

中

に
組

み
入

れ
ら

れ

て

い
る

も

の

2

『井

蛙
抄

』
、
特

に
そ

の
第

六

「
雑
談

」

の

一
部

と
結

び

つ
き
、

か

つ

『水

蛙

眼
目
』

と

し

て
伝

わ

る

テ
キ

ス
ト

に
か

か
わ

る
中

に
含

ま

れ

て

い
る
も

の

3

単
独

に
、
た

だ
し
別

種

の
資
料

(後
述
)
の
中

に
挿

み
込

ま
れ

る
よ

う

に
存

し

て

い
る
も

の

の
三
種

に
そ
れ

ぞ
れ
分

か

れ
る
。

直

ち

に
察

知

さ
れ

る
よ
う

に
、

『抄
』
の

伝

本

は
、
頓

阿

の
著
作

『井

蛙
抄

』

そ
し

て

「
水

蛙

眼
目
」

の
命

名

に
至

一
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る
ま

で
を
記

し

た
長
文

の
跋

文

と
深

く
連
関

し

て
伝
存

し

て

い
る
か
ら

、

『
抄
』

の
テ
キ

ス
ト
を

尋
ね

る

こ
と
、

そ
れ

は

『井

蛙
抄

』

『
水
蛙

眼
目

』

の
諸
本

を
広

く
眺

め
渡

す

こ
と

に
他
な

ら

な

い
。

そ

こ

で
、

や

や
迂
路

を

辿

り

な
が

ら
私

た
ち

の
目
的

に
赴

い
て
み

た

い
。

『
井
蛙

抄
』

『水

蛙
眼

目
』
の
伝
本

に

つ
い
て
は
、
早
く

日
本

歌
学
大

系

・

　
　

　

第
五
巻
の
解
題
な
ら
び
に
久
曾
神
昇
の
論
が
あ
り
、
の
ち
伝
本
を
博
搜
し
、

　　
　

　ヨ
　

　る
　

整

理

し
た
井

上
宗

雄
や

近
年

の
齋
藤

彰

・
野
中

和
孝

の
論

が
続

い
て

い
る
。

改

め

て
関

連

す

る
諸

伝

本
を
参

看

し
、
特

に

『
抄
』

を
窓

口
と
し

て
見
直

す

と
、
諸

本

を
簡
略

に
判
別

・
分
類

す

る
た

め

の
目
安

と
し

て
以
下

の
よ

う

な
諸
点

を
挙

げ

る

こ
と
が

で
き

る
。

ω

『井

蛙
抄

』
全

六
巻

、

す
な
わ

ち
第

一
・風

躰
事

、
第

二
・
取
本

歌
事

、

第

三

・
(制

詞
事

)
、
第

四

・
同
名

名
所

、
第

五

・
同
類

事
、

第
六

・
雑

談

の
、

内
容

・
配

列

・
構
成

。

六
巻

を
仮

り

に
ー
～

W

の
符

号

で
表
示

し

て
お

こ
う
。

@

六
巻

の
う
ち
特

に
第

六

・
雑
談

の
条

々

の
出
入

り
。

そ

の
分
量

に
よ

　
ド　

　

り

葛
～

曷
の
五
類

型

を
成

す

。
当

の
類

型

の
配
列

・
構

成
も

目
安

と
な

る
。

の

水
蛙

眼
目

「跋

文
」
。
長
短

あ

り
。
砺

b
圦

の
三
種

に
分

か
れ

る
。

ω

(私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
)

『
抄
』

の
有
無

。

　　
　

㈱

第

五
・
同

類
事

の
巻
末

に
見

え

る
註
記

(①

)
、

な
ら
び

に

『
抄
』

の

前

後

に
あ

っ
て

『抄

』

の
由

来

と
も

か
か

わ
る
註

記

(②
、

後
述
)
、

第

　　
　

六

・
雑

談

の
中

途

に
あ

っ
て
@

の
様

態

と
も

か

か
わ
る
註

記

(③

)

の
、

三
種

の
註

記
。

8

『井

蛙
抄

』

の
本
文

中

に
見

え
る
定

家

の
呼
称

。

「
京
極
黄

門

」
と
記

す
も

の
が

そ
れ

で
、

そ

の
形
態

に
三
種

存

す
る
。

こ
れ
を
○

△

一
で
表

　　
　

示
し

て

お
く
。

Gう

奥
書

。
基

幹

と
な

る
本
奥

書

の
有

無

に

一
定

の
収

斂

が
認

め
ら

れ

る
。

こ
れ
ら

の
諸
要

素

(
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
)
を
点
検

し
、

相
互

連
関

を
表

示

す
る

と
次
頁

の
よ
う

に

一
覧

さ

れ
る
。

と
り

わ
け

『抄

』
の
有
無

の
列

を
辿

れ
ば

明
ら

か
な

よ
う

に
、

『
井
蛙

抄
』

全

六
巻

を
持

つ
テ

キ

ス
ト
は
、

大
観

す

れ
ば

『
抄
』

非
付

載

の
グ

ル
ー
プ

と

『
抄
』

付
載

の
グ

ル
ー
プ

と

に
分

か

れ
る
。

い
わ
ゆ

る

『水

蛙
眼

目
』

を
も

含

め

て
広

く

『
井
蛙

抄
』

に
か
か

わ
る

テ
キ

ス
ト
を

総
覧

す

れ
ば

、

お

お
よ

そ
三
グ

ル
ー
プ

に
収
斂

し

て

い
る
こ
と

に
な

る
。

す
な

わ

ち
表

上

段

の
、
慶
安

板

本
を
含

む

、
流
布

本
系

統

と
も

呼
び

う

る
甲

の
類
、
中

段

の
、

中
間

的
な

要
素

の
交

じ

る
乙
と

、
天

理
本

以
下

、
続
類

従
本

ま

で

の

『
抄
』

を
共

に
有

す

る
丙

の
類
、

そ
し

て
下

段

の
、

『井

蛙
抄

』

六
巻
形

態

を
取

ら
ず
、

従
来

『水

蛙

眼
目
』

と

見
做

さ
れ

て
き

た
類

の
三
グ

ル
ー
プ

で
あ

る
。

以

上

の
諸

グ

ル
ー
プ

の
他

に
、

『井

蛙
抄
』

第

六

・雑

談

の

一
部

が
あ

た

　　
　

か
も

「
分
離

・
独

立
」

(齋
藤

)

し
、
特

別

の
由
来

・
由

緒
を

持

つ
も

の
と

し

て
享

受

さ
れ

た
と

お
ぼ

し
き

「
分
離

独
立

本
」

と

も
呼
び

う

る
類
が

存

す
る
。

恥
の
条

々
を
持

ち
、

後

に
東
常

縁

の
消
息

二
通

の
付

載

さ
れ
た

島

原

図
書

館
蔵

松
平

文
庫

本

『秘

中
秘

』

(
田
・
73
)
や
、

葛
の
条

々
を

持

ち
、

　　
　

「雑

談
記

」
の
書

名

で
伝

わ

る
伝
本

は

こ
れ
ら

〈分

離

独
立

本
〉
と
し

て

一
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註
記

①
②
③

「京
極
黄
門
」
の
呼
称

○

△

一

奥
書

(基
幹

と
な
る
も
の
)

水
蛙
眼
目

・
跋
文

桐

火
桶
抄

ユ

　

ヨ

て
D

、D

、
D

有
無

1

2

3

4

5

a

a

a

a

a

第

一

第

二

第

三

第

四

第
五
第
六

風
躰
事

取
本
歌
事

(制
詞
事
)

同
名
名
所

同
類
事

雑
談

VIVIVIIIIII

井
蛙
抄

一 △

Ao

Ao

GAo

DCBAO

DCBAO

DCBAO

DCBAO

DCBAO

DCBAO

-o

-o

E-

AF

AF

G

DCBA

BJI1・

HFAO

HF-

HF

JIl

J

JIZG
DCBA

71ZG
DCBA

71ZG
DCBA

0

①
①
①
①
①
①
①

③

②
③
③
③
③

鉦
描
鉦
{
鉦
描
鉦
州
鉦
{
鈕
{
鉦
{
鉦
描
笹
{
鉦
{
鉦
{
鉦
描
鉦
{
毎
描
鉦
{
鉦
{

似
有
纔

畿

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

azVIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

azVIVIVIIIIII

aZVIVIVIIIIII

aZVIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

a2VIVIVIIIIII

有b2a2VIVIVIIIIII

b3a4aZVIVIVIIIIII

a3VI有b3VIVIIIIII

a3VI有b3VIVIIIIII

a、VI有b,VIVIIIIII

a3VI有b3VIVIIIIII

}・ ③② ①験VI有b2VIVIIIIII

}・ ③② ①照VI偽VIVIIIIII

}・ ③② ①a5a3VI有 いIVIIIIII

JI3

J

JI2 a,③

有
有

有
無
無

無

無

無

a4a2

a5〈抄 出>a2

b20

a2b3

aZb3

blaq

bla4

a4b3〈 板本 に補写 〉

判
別

・
分
類

の
た
め
の
目
安

伝 本

陽 明文 庫(近 ・142・49)

広島大研 究室(大 国2599)

尊経 閣徳 大 寺 公維 筆

鶴 見 大 図(911.101.T)

慶 安 元 年 板 本

陽 明文 庫(近 ・セ ・2)

書 陵部(501・82)

穂久邇文庫(二 ・二・143)

東京大総合図(E31・1854)

静 嘉 堂(517・16・21843)

河 野 記 念館(332・652)

京都府立総合資(特832・6)

京 都 大 図(中 院VI・100)'

早稲 田 大 図(へ4・995)

島原図松平文庫(117・72)

資料館久松本(99・65・1-2)

甲

灘 瓣 攤1)]乙
天理 図(911.2,イ5)

広島市中央図浅野文庫(387)

東北大図(丙A1-11,82)

資料館久松本 甲(11・82)

丙資 料 館 久松 本 乙(11 ・81

島根某家

続類徒(書陵部453・2)

『井
蛙
抄

』、
水
蛙
眼
目

・
跋
文
、
『桐
火
桶
抄
』
の
相
互
連
関
表

鷸 顯鐙戳9ヨ丁
静 嘉堂(83・10・15519)

群 書類 従 巻295(板 本)

書 陵部(266・242)

島根大桑馼 庫(欄4)

神 宮 文 庫(三 ・222)

名古屋市脚 村文庫(階

戊



括

し
う

る

で
あ

ろ
う

。

こ
れ
ら

に
加

え

て

『井

蛙
抄
』

の

一
部

の
巻

の
み
残

存

し

て

い
る

〈
残

　　
　

欠
本

〉

の
類
、

さ
ら

に

『井

蛙
抄

』

の
特

定
内
容

の
部
分

に
着

目
し

て
、

　ね
　

本
文

を
抽

出

・
編
成

し

て

い
る

く
抄
出

本

V

の
類

を

立

て
れ
ば
、

お
お
よ

そ

『
井
蛙

抄
』

に
か
か
わ

る
諸
伝

本

の
状

況
を

一
わ

た
り
押

さ

え

る
こ
と

が

で
き

る
は
ず

で
あ

る
。

3

こ
れ

ら

の
中

で

『
抄
』
を
有

す

る

『
井
蛙

抄
』

の
テ
キ

ス
ト
を

見

る
と
、

先
表

中
段

の
、

天
理

本

・
浅
野
文

庫
本

に
代
表

さ
れ

る
丙

を
横

に
辿

れ
ば

明

ら
か

な
よ
う

に
、

い
ず

れ
も
最

初

に
第

一
～
第

五

を
持

ち
、
第

五
巻

末

に
水

蛙

眼
目

「
跋
文

」
そ

し

て

『抄

』
が

あ

っ
て
、

後

に
第

六

・
雑
談

の

内
、

亀
と

駕
の
部
分

を
持

ち
、

『
抄
』
に
関
連

し

て
②

の
註
記

な

ら
び

に
雑

談

の
間

に
註
記
③

が

記
入

さ

れ
て

い
る
、

と

い
う
共

通
し

た
性
格

を
備

え

て

い
る
。

右

の
性

格

の
要
点

を
、

本
文

に
即

し

て
さ
ら

に
確

か

め
て

み
よ
う
。

先

程
、

伝
本

の
判

別

・
分
類

の
目
安

と
し

て
挙

げ

た
㈱

の
①
②

③

三
種

の
註

記

の
う

ち
、

『抄

』
の
由
来

に
か
か

わ
る
も

の
と
し

て
特

に
注
目

さ
れ

る

の
は
②

で
あ

る
。

す
な

わ

ち

『抄

』
を

持

つ

『井

蛙
抄

』
六
巻

本

の
第

五
本

文

の
末
尾

に
次

の
如

く
あ

る
。

是

已
下

ハ
此
巻

外
也

、
依

為
作

者
同

人
書

加
之

端

一
枚
斗

鼠
食

之

是

れ
以

下
は
此

の
巻

す
な

わ

ち

『井

蛙
抄

』
第

五
巻

と

は
別

の
文
章

で
あ

る
が
、

作
者

は
同

一
人

す

な
わ

ち
頓
阿

で
あ

る

か
ら
、

之

れ
を
書

き
加

え

る
、

た
だ

し
端

の

一
枚

ほ

ど
は
鼠

の
た
め

に
失

わ
れ

て

い
る
、

と

い
う
趣

旨

の
註

記

で
あ

ろ
う
。

右

の
よ
う

に
註

さ

れ
た
後

に
水

蛙
眼

目

「
跋
文

」
、

次

い
で

『抄

』
が

存

す
る

か
ら
、

『抄
』

は
跋

文

と
共

に
本
来

『井

蛙
抄

』

中

に
あ

っ
た

の
で
は

な
く
、

こ

の
註
記

を
施

し

た
某
人

に
よ

っ
て
頓
阿

の

筆

作

と
認
定

さ

れ

て

『
井
蛙

抄
』

第
五

末

に
書

き
加

え
ら

れ
た

の
だ

と

い

う

こ

と

に
な
ろ
う

。

「
端

一
枚

斗
鼠
食

之

」
と

云
う

と

お
り
、
事

実
直

後

に
あ

る
跋
文

本
文

の

冒

頭

は
廰

の
如

く
、

「
に
や
新

撰
を

え

ら

ひ

て
今
所

撰

玄
之

玄

也

と

い

へ

り
」

云

々
で
始

ま

っ
て

お
り
不
自

然

で
あ

る
。
早

く
冒

頭
部

分

は
欠
損

し

て

い
た

の
で
あ

ろ
う
。

ち

な

み
に
先
述

㈲

の
よ
う

に
三
種
あ

る
う

ち
残

り

の
U
b

は
、

こ
の
失

わ
れ

た
部
分

を
あ

た

か
も
有

す

る

か
の
よ
う

に
次

の

如

く
あ

る
。
(喜
)

属

寛

平
延

暦

の
比

は
、
此

道

の
中
興

と

み
え

た
り
、

し

か
る

に
古
今

集

な
を

貫
之

か
心

ニ

ハ
十

成

せ
さ

る

に
や
、
新

撰

三
百

六
十
首

を
撰

て

(略
)

(桑
原
文
庫
本
に
よ
る
。
右
傍

(
)
は
神
宮
文
庫
本
)

b

古

今
集

猶
貫

之

心

に
は
十
成

せ

さ
る

に
や
、

新
撰

三
百

六
十

首

を
撰

て
古
今

哥

二
百

八
十
首

を

の
せ

て
今
所

撰
玄

之
玄

也

と

い

へ
り

私

云
愚

問
賢

注
如

此

(東
北
大
本
に
よ
る
。
「
に
や
…
…
」
の
本
文
部
分
に
貼
紙
し
て
右
を
書
く
)

し

か
し
幌

の

「私

云

」

に
既

に
指

摘

さ
れ

て

い
る
よ

う

に
、

右

の
文
言

は

『
愚
問

賢
注

』
の

「
和
歌

の
風

體

は
、
時

う

つ
り
事

変

じ

て
、

代

に
し

た
が

一
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一



ひ
俗

に

ひ
か
れ

て
、
あ

ら

た
ま

る

べ
き
か
L

云

々

の
問

に
対

す

る
賢
注

、

す
な

わ
ち
頓

阿

の
言
辞

の
中

に
、

今

時

い
つ

れ

の
體

を
正

路

と

し

て
可

レ模

哉

の
御

た
つ

ね

に

い
た

り

て
は
、
寛

平
延

喜

の
比

は
此
道

の
中

興

と
見

え
た

り
。

し
か

る
に
古

今
集

猶
貫

之
心

に
は
十
成

せ
ざ

る

に
や
。
新

撰

三
百

六
十
首

を
撰

て
、

　お
　

古

今

歌

二
百

八
十
首

を

の
せ

て
今

撰

所
、
玄

之
玄

な

り
と

い

へ
り
。

と
見

え

る
部

分

を
む

し
ろ
取

り
込

ん

だ
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

そ
も

そ
も

水

蛙

眼
目

.
跋
文

と

『
愚
問

賢
注

』

に
は
他

に
も

相
互

に
類
似

す

る
文

言

　
レ
　

が
含

ま
れ

て
お
り

、

こ
れ
ら

を
全

て
頓

阿

の
言
説

に
他

な
ら

な

い
と
考

え

る
な
ら
ー

言
い
換
え
れ
ば
少
な
く
と
も
水
蛙
眼
目

・
跋
文
は
頓
阿
作
で

あ
る
こ
と
を
疑
う
の
で
な
い
な
ら
ば
ー

事
は
、
す
な
わ
ち
右
に
見
ら
れ

る
よ
う

な
文
言

の
出

入

り
と
連

関

は
、
頓

阿

の
発
言

・
著
述

の
先
後

や

そ

の
過

程

の
問
題

と
深

く

か
か
わ

っ
て

い
る
の

か
も
知

れ
な

い
。

と
も
あ

れ

『抄

』

は

『井

蛙
抄

』

と

の
か

か
わ
り

に

お

い
て
は
、

こ
う

し
た
テ
キ
ス
ト
上
の
位
置
関
係
の
中
に
ー

述
べ
た
よ
う
な
文
脈
の
纏
わ

り

つ
く
註
記
②

を

持

ち
、
水

蛙
眼

目

・
跋
文

と

セ

ッ
ト
を
成

し

て
、

か

つ

先
記
し
た
本
文
上
の
諸
要
素
を
伴
い
な
が
ら
1

存
在
し
て
い
る
。

4

注

目

さ
れ

る

の
は

『抄

』
を

含

み
持

つ
諸

伝

本

の
流

伝

経
路

で
あ

る
。

す
な

わ

ち

『抄

』
を

持

つ
際

に
は
必
ず

や

(先
表
に
示
し
た
)

基
幹

と

な
る

本
奥
書

の
う
ち

、

H

の
東
常

縁

に

か
か
わ

る
奥
書

か
、

も

し
く

は
I
J

の

堯

恵

の
奥
書

を
持

つ
と

い
う

際

や
か

な
事
実

が
あ

る
。

当
該

の
奥
書

は
左

　ま

記

の
と

お
り

で
あ

る
。

H

此
抄

者
秘

之
中

秘
、

深

之
中
深

也
、

爰
左

近
大

夫
平

常
縁

云
累

代
之

作
者

、
云

當
時

之
数

寄
、
依

此

道
之

懇
志

不
浅

多
年

之
芳
契

甚

深
令

附
与

之
訖

-

右

此
書

者
頓

公
謁

為
世

所
被

聞
書

也
、

号
井

蛙
抄

、
於

二
条

家
納

一

時

箱
、

本
是

六
軸

合
為

一
冊

、
依

有
秘

機
奉

傳
付
慶

玉
殿

青
蓮
院
殿

廳
務
法
印
經
柔
賢
息

畢

明
応

三
年
鮃
正

月
十

一
日

法

印
堯

恵

(花
押
)

J

此

一
部
當

家
雖

為
秘

説
、

依
懇

切
令

授
兼

載
法

橋
畢

、
努

≧
不

可
有

他
見

者
也

明
応

七
年

絨
三
月

三

日

法

印
堯

恵
判

先
表

に
も

明
ら

か
な

よ
う

に
、

『
抄
』
を

「
有
」
す

る
伝

本

と
奥
書

欄

の
H

I
J

が
何

ら

か
の
形

で
対
応

し

て

い
る

の
で
あ

る
。
逆

に
流

布
本

系
統

と

目

さ

れ
る
甲

の
諸

本

に
常

縁

・
堯

恵

に
か

か
わ

る
H

I
J

の
影

は
認

め
ら

れ
な

い
。

つ
ま
り

『抄
』

は
東

常

縁
や
堯

恵

を
経
由

す

る

こ
と

で
伝

存

し

え

た

の
だ
と
言

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

と
り

わ
け
注

意

さ
れ

る

の
は
常
縁

の
役

割

で
あ

る
。

天
理
本

・
浅

野
文

庫

本

『井

蛙
抄

』

は
と
も

に
第

一
末

に

「
常
縁

在
判

」

と
あ
り

、

さ
ら

に

第

五
末

の

「
跋

文
」

と

『抄

』

の
直
後

に
同
じ

く
常
縁

の
署

名

と
判

が
見

ら
れ

る
。
後

者

の
場
合

、
浅

野
本

は
署

名

・
書
判

そ

の
も

の

の
跡

を
忠

実

に
似

せ
書

き
し

た
と
思

わ

れ
、

天
理
本

も

ま
た

「常

縁
粧
」
と
記

し

て

(字

形
は
既
に
元
の
形
を
保
存
し
て
い
る
と
は
見
え
な
い
も
の
の
)
そ

の
上

段

に
わ
ざ

わ

ざ
花

押

を
写

し
、

「
判
趣

如
此

」
と
註

記

し

て

い
る
。

右

の
書
判

は
古

今
集

「
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の
註
釈
書

『行
乗
六
巻
抄
』
の
、
円
雅
か
ら
常
縁

へ
伝
え
ら
れ
た
本

(東
山

御
文
鼠
耙
)
の
各
巻
奥
に
、
円
雅
の
寛
正
二

(
一
四
六

一
)
ー
三
年
の
奥
書

と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
常
縁
の
署
名
な
ら
び
に
花
押
の
筆
跡
と
近
似
し

　
レ
　

て
お

り
、
確

か

な
も

の
と
認

め

ら
れ

る
。

で
は

『抄

』
の
本
文

は
常
縁

の
筆

作

に
成

る

と
し

て
よ

い
か
と

言
え
ば

、

必

ず

し
も

そ
う
断

じ

ら
れ

な

い
。

先
引

②

の
、
作

者
同

じ
人

た

る

に
依

り

て
云

々
、

と
言

い

『抄

』

す
な

わ
ち
頓

阿
作

と
認

定

す

る
註

記

を
付

し
た

の
が
常

縁

そ

の
人

で
あ

る
可
能
性

は
あ

り
、

む

し
ろ

そ

の
可

能
性

は
高

い

の
で
は
な

い
か
と
推
察

さ
れ

る
。

し

か
し
右

記

し
た

六
巻
抄

の
常

縁

署
名

は

テ
キ

ス
ト
を

相
伝

し
た

と

い
う
事
実

を
加

証

す

る
た

め

に
付

さ
れ

て

い

た

の
と
同

断
だ

と
す

れ
ば

、

『抄

』
の
当

該

の
署
名

に
お

い
て
も

、
常

縁

は

『
井
蛙

抄

』
第

五
末

に
、
跋
文

と

『抄

』
と
が
頓

阿

ゆ
か

り

の
も

の

で
あ

る

と

い
う
事

情
を

確
認

す

べ
く
、

署
名

・
書

判
を
加

え

た

の
だ

と
考
え

て

お

く

べ
き

で
あ

り
、
常

縁

み
ず

か
ら

『
抄
』

の
著

述

そ

の
も

の
を

行
な

っ
た

と
見

る

べ
き

で
は

な

い
だ

ろ
う

。

し

か
し

『抄

』
の
内

容

を
読

み
、

『
井
蛙

抄
』

と
併

せ

て
そ

の
本
文

を
手

ず

か
ら
写

し
置

い
た
常
縁

の
作

業

の
意
義

は

同
様

に

『抄

』

の

テ
キ

ス
ト

に
関

与

し
た

は
ず

の
堯
恵

の
場

合

と

と
も

に

改

め

て
銘

記

さ
れ
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ

こ
で
時

を
遡

る
よ

う

に
流

伝
史

を
振

り

返

っ
て

み
る

と
、

室

町
期

に

『
抄
』
の
テ

キ

ス
ト

に
関

与

し
た
人

と

し
て
、

私
た

ち

は
三
条

西
公
条

の
名

を
確

か
め
う

る
。

国
文

学
研

究
資

料
館

蔵
本

『井

蛙
抄

』

(
タ

2
・
8
)

の

第

六
末

に
次

の
奥

書

が
見

え
る
。

此

一
冊
不
慮
電
覧
之
次
、
不
顧
魯
魚
之
誤
頃
刻
馳
藁
筆
卑
跡
畢

永
正
戊
辰
蘭
秋
十
三
日

相
公
羽
林
藤
判

七
月
九
日
立
筆
、
同
十
三
日
晩
功
了

こ
の
年

(永
正
五
年

(
一
五
〇
八
))
公
条
は

(時
に
参
議
右
中
将
、
二
十
二
歳
)

『井
蛙
抄
』
六
巻
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
四
年
後
さ
ら
に
公
条
は

『抄
』を
も
書
写
し
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
当
該
本

に
は
右
の
奥
書
に
続
い

て
水
蛙
眼
目

・
跋
文
と

『抄
』
な
ら
び
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ

っ
て
、

こ
の
間
の
公
条
に
よ
る
関
与
の
跡
を
伝
え
て
い
る
。

此

一
冊
先
年
電
覧
之
次
如
形
令
書
写
之
、
今
以
彼
本
校
合
處
漏
脱
事

繁
多
也
、
仍
書
入
落
字
補
之
了

于
時
永
正
第
九
臘
月
廿
九
日

権
中
納
言
判

　あ
　

永
正
九
年
は
公
条
、
正
三
位

(二
月
六
日
叙
)
権
中
納
言
で
あ
る
。

そ
の
永
正
年
間
よ
り
遡

っ
て
、
鶴
見
大
学
本
か
ら
は
文
明
十
九
年

二

四
八
七
)
の
三
条
西
実
隆
の
関
与
を
知
り
う
る
。
す
な
わ
ち
同
本

『抄
』

の
末
尾
に
次
の
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
云

〔19
)

文
明

十
九

年

六
月
十

九

日
書

之

逍
遙
院
殿

こ
の
鶴
見

大
本

の

『
抄
』

は

の
ち

に
も
再

度
触

れ

る
と

お
り
東

家

の
人

々

に
お
け

る
享

受
や
伝

承

を
偲
ば

せ

る

テ
キ

ス
ト

で
あ

る
が
、

そ
れ

が
実
隆

と

も
繋

が

っ
て

い
た

こ
と

は
興
味

深

い
。
そ

の
実
隆

か
ら

さ

ら

に
遡

れ
ば

、

『抄

』
の
テ

キ

ス
ト
の
流

れ

は
結

局

、
堯

恵

そ
し

て
常

縁

に
辿

り
着

く
。

す

な

わ

ち
現
存
資

料

に
よ

る
限

り
、

『
抄
』

の
成

立
時

期

は
、
常

縁

・堯

恵

以

前

し

か
も
前
述

の
如
く
常

縁

自
身

の
作

で
は
な

い
と
考

え
ら

れ

る
ー
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1

と
、

ひ
と

ま
ず
下

限

を
定

め
る

こ
と

が

で
き
る
。

ま
た
見

方

を
変

え

て
、
堯

孝

以
後

、
常

光
院

流

に

お

い
て
種

々

の
歌
書

が
授

受

さ
れ

て
ゆ
く

状
況

の
中

に

お

い
て
眺

め
れ
ば

、
就
中

、

円
雅

か
ら

　　

常
縁

へ
と
授
受

さ
れ

た

テ
キ

ス
ト
類

の
流

れ

の
も

と
で
、
常

縁
経

由

の
『
井

蛙
抄

』
そ

し

て

『抄
』

は
存

在

し
た

の
だ

と
位
置

づ

け
る

こ
と

が

で
き
る

だ

ろ
う
。

さ

ら

に
言

え
ば

、

『
井
蛙
抄

』
を

め
ぐ

る
伝
本

の
奥

書

(先
表
に
A
～
J
の

略
号
で
示
し
た
)

か
ら
知

ら

れ
る

よ
う

に
、
人

で
言

え
ば
堯

孝

か
ら

円
雅

・

常

縁

・堯

恵

に
至

る
人

々
、
時

期

で
言

え
ば
、

(慶
安
板
本
始
め
流
布
本
系
統
本

　れ
　

に
見
ら
れ
る
)
A
B
C

D

の
奥
書

の
う

ち

A

の

「
延
徳

元
年

」

(
一
四

八
九
)
、

(21
)

(22
)

B

に
見

え

る

「
明
応

九
年

」

(
一
五

〇
〇

)
、
あ

る

い
は

G

の

「
明
応

甲
寅

」

(同

三
年

(
一
四
九

四
)
)
、

先
引

1

の

「
明
応

三
年

」
、
J

の

「
明
応

七
年

」

な

ど

の
明
応
年

間

の
年
次

が
重

な

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら

と
合

わ
せ

て
、
明

応

二
年

の
年
紀

を
持

つ
堯

憲

の
、

『愚

問

賢
注
』
の
頓

阿
奥
書

の
引
用

か
ら

ま
ず

書

き
起

こ
し

て

い
る
と

こ
ろ

の

『和

歌
深
秘

抄

』
な

ど
を

も
加

え

て

考

え
れ
ば

、

こ

の
時

期
、
頓

阿

の
言

説
を

一
斉

に
問

題

に
し

て

い
る
感

が

あ

る
。

〈
延

徳

・
明
応

〉

と
言

え
ば

、
室

町
後

期

へ
と
至

る

画
期

と
し

て
そ

れ
以

前

と
区
別

し

て
、
井

上
宗
雄

が
線

を
引

い
た
時
期

に
重

な

っ
て

い
る
。

す

な
わ

ち
室

町
前
期

か
ら
室

町
後
期

へ
至

る
変

り
目

の
時

期

に
、
頓

阿

の
言

説

を
、

そ

の
著
作

を
通

し

て
確
認

し
拠

り
所

と
も

し

よ
う

と
す

る
指

向

が

澎

湃

と
し

て
あ

っ
た

こ
と
を

『井

蛙
抄

』
関

係

の
伝
本

群

か
ら
知

り
う

る

の

で
あ

る
。

『
抄

』
も

ま
た
、

そ
う

し

た
頓
阿

の
テ
キ

ス
ト

の
流
伝

と
享

受

と

い
う
状

況

の
最
中

に
あ

っ
た

。

か
く
し

て
、

『
抄
』
の
テ
キ

ス
ト
を

と
り

ま
く

外
在
的

な
条

件
、

『抄

』
自
体

の
流

伝

上

ひ

い
て
は
書
誌

的

な
位
置

に

つ
い

て
は
比

較

的

明

ら

か

に
な

っ
て
き

た

と
言

え

る

の

で
は

な

か

ろ
う

か
。

5

以
上

の
検

討

に
基
づ

い
て
、
改

め

て

『桐

火
桶

抄
』

の
本

文
を
有

す

る

伝
本

を
列

記

す
れ
ば

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

1

天
理

大
学

附
属

天
理

図
書
館

蔵

(
1

5

1

●
9
自
●

9

イ
)

『井

蛙
抄

』
大

永

七

年

(7251
)
写

2

広

島
市

立
中

央
図

書
館

蔵
浅

野
文

庫
本

(
783
)

『
井
蛙

抄
』

(浅
)

3

鶴

見
大

学
図

書
館

蔵

(
皿

・
皿

・
E
)

[詠

歌

口
伝
書

類
]

の
内
(鶴

)

4

東

北
大

学
附

属
図

書
館

蔵

(齢

団
・
82
)

『井

蛙
抄

』
慶

長

十

一
年

(㎜
)

素

然
加

証

(東

)

5

関
西
大
学
図
書
館
蔵
岩
崎
美
隆
文
庫
本

(皿

・
躙
・
皿

自

)
『井
蛙

抄

』
板
本

本
文

に
素

然
本

を
加

う

(岩

)

6

国
文

学
研

究
資

料
館

寄
託

久
松

本

(
11
・
82
)

『井

蛙
抄
』

巻
序

不
整

、

綴
誤

り

か

(久

甲

)

　

7

国
文

学
研

究
資

料
館

蔵

(タ

.
8

)

『
井

蛙
抄

』
寛

永
十
年

(
㎜
)
写

(資
)

　

り　

8

彰
考
館

蔵

(
11

7
●
4

巳

07
)

『水

蛙
眼

目
』

内
題

「
和

歌
雑

談
聞
書

」
、

小
山

一
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田
与
清

写

(彰

)

9

岡

山
大

学
附

属
図

書
館
蔵

池

田
家

文
庫

本

(貴

・
29
)
『
和
歌
聞

書

』
(池

)

　

10

静

嘉
堂

文
庫
蔵

(
83

・
10

・
珮
)

『
井
蛙

抄
脱

漏
』

板
本

の

「
脱
漏

」

ユ

を
補

っ
た
中

に
あ

り

(静

)

11

国

文
学

研
究
資

料
館

寄
託

久
松

本

(
11

・
81
)

『井

蛙
抄

』
寛

政
九
年

(
㎜
)
写

(久
乙

)

12

島
根

某
家

蔵

『
井
蛙

抄
』
明
和

六
年

(
㎜
)
書
写

奥
書

、

国
文

学
研
究

資
料

館
蔵

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム

に
よ
る

(某
)

13

続
群

書
類

従
巻

四

六

二

(書
陵

部
蔵

写
本

(
鰯

・
2
)
)

『
井
蛙

抄
』
(続
)

こ
れ
ら
の
う
ち
比
較
的
優
れ
る
ー
の
天
理
本
を
底
本
と
し
て
本
文
を
翻

刻
し
、
他
本
と
の
異
同
を
以
下
に
掲
げ
て
み
た
い
。
(天
理
本
は
『井
蛙
抄
』

の
完
本
全
六
冊
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
第
五
冊
末
に
既
述
の
如
き
形
態

で
付
載
さ
れ
て
い
る
当
該

「桐
火
桶
抄
」
の
部
分

の
み
を
切
出
し
て
掲
げ

る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
繙
読
の
便
宜
や
印
刷
の
都
合
を
考
え

一
部
書
写

形
式
を
崩
し
た
が
、
改
行
な
ど
を
含
め
な
る
べ
く
元
の
姿
を
保
存
す
る
よ

う
に
し
た
。
校
異
は
、
表
記
の
相
異
を
省
き
、
異
文
の
生
じ
て
い
る
箇
所

の
み
を
本
文
頭
に
私
に
付
し
た
番
号
毎
に
行
を
追

っ
て
掲
出
し
た
。
校
合

本
の
名
称
は
右
の
伝
本

一
覧
の
下
部
に
記
し
た
略
号
に
よ
る
)

『桐
火
桶
抄
』
本
文
な
ら
び
に
校
異

(底
本

転
饌

天
理
図
書
館
蔵
本

.井
蛙
抄
』
脱

・
朽
)

[本
文
]

桐
火
桶
抄

或
仁
秘
抄
と
て
み
せ
侍
し

一
帖
秘
抄

京
極
中
納
言
入
道
殿
製
作

二
あ
ら
サ
ル
由
見
及
条

≧

ω

一

朝
な
く

木

の
は
色

つ
き
鳴
鹿
の
事

ハ
り
し
る
き
秋

の
山
か
け

た
か
里
の
雲
な
か
め
に
暮

ぬ
ら
ん
宿
か
る
嶺
の
花

の
木
の
も
と

此
両
首
を
な
の
め
な
ら
す
褒
美
し
て
な
と
や
か
〉
る
哥
の

よ
ま
れ
さ
る
ら
ん
と
う
ら
や
ま
れ
き

あ
さ
な
く

の
哥
ハ
建
保
二
年
内
裏
秋
十
五
首
内
也

一
22

一



五
条
入
道
殿

ハ
元
久
元
年
逝
去
十

一
年
後
哥
也
感
歎
返
≧
不
審

た
か
里
ノ
哥

ハ
玉
葉
集

に
暮
山
花
と
て
入
そ
れ
ほ
と
禰
美
哥

京
極
も
子
孫
も
な
と
か
不
撰
入
し
て
玉
葉
ま
て
も
れ
け
ん
不
審

御
欲
幸
歌

加
茂

御
幸

時
哥
合
也
此
事
又
新
古
今
以
後
事
歌

②

一

俊
頼
朝
臣
哥
ノ
た
と

ヘ
ニ
天
上
人
両
三
ゐ
出

〉
時
強
扇
拍
子
ヲ

一
二
う
ち
す
さ
み
て
た
か
〉
ら
ぬ
程
に
哥
う
ち
詠
し
た
る
面
影

と
や
申

へ
か
ら
ん

催
馬
楽
今
様
な
と
に
て
も
な
く
て
扇
拍
子
打
て
哥
詠
す
ら
ん
事
さ
る

事
あ
る

へ
し
と
も
不
覚

㈹

一

後
京
極
殿
御
事
を
た
〉
摂
政
と
被
書
た
る
事

ハ
拾
遺
愚
草
の
世
に
と

丶

ま
り
て
諸
人
見
る

へ
き
に
た
に
故
殿
摂
政
殿
な
と
か
〉
れ
た
る
に

内
≧
抄
物

二
摂
政
と
か
〉
る

へ
し
と
も
不
覚

ω

一

彼
御
哥
た
と

へ
に
い
と
け
た
か
く

つ
く
れ
る
中
殿
の
み
す
あ
け
た
る

二

(
マ

マ
)

花
妓
柳

田日

の
た
〉
二
所
さ
し
む
か
ひ
て
四
絃
十
三
絃
の
楽
に
て
ハ
な
く
て

た
〉
て
す
さ
ひ
に
か
き
な
ら
し
つ
》
云
≧

中
殿
と

ハ
清
凉
殿
を
こ
そ
申
に
こ
れ

ハ
た
〉
人
の
家
の
寢
殿
な
と

の
て
い
に
て
侍
る
心
え
か
た
し

⑤

一

物

二
た
と

へ
た
る
哥
仙
中

に
棟
梁
順
通
具
有
家

一
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な
と
か
躬
恒
忠
岑
な
と
を
ハ
さ
し
を
き
て
棟
梁
順
不
審

又
通
旦
ハ有
家
ハ
京
極
心
に
か
な
ハ
ぬ
哥
よ
み
に
て
新
勅
撰
な
と
に
も

哥
数
す
く
な
く
入
ら
れ
た
り
又
百
人

一
首
と
て
上
古
以
来
哥
仙
百
人
を

定
家
の
撰
は
れ
て
候
に
も
棟
梁
順
通
旦
ハ有
家
四
人
な
か
ら
不
入
候

別
し
て
被
出
さ
る
へ
し
共
不
覚
候
只
新
古
今
撰
者
な
れ
は
の

大
様
才
覚
の
所
為
欲

㈲

一
鎌
倉
右
府
云
≧

此
抄
奥
書
・二
建
保
五
年
臘
月
下
旬
記
之
訖

遺
老
藤
原
朝
臣
定
家
云
≧

鎌
倉
右
大
臣
建
保
六
年
十
月
任
内
大
臣
十
二
月
轉
右
大
臣
此
条
如
何

其
時

⑦

一
女
房
中

二
俊
成
卿
女
許
被
入
た
る
事

此
人
京
極
心
二
不
叶
哥
人
也
仍
新
勅
撰
二
条
院
讃
岐
十
三
首

殷
冨
門
院
大
輔
十
五
首
八
条
院
高
倉
十
三
首
俊
成
女
八
首

而
住
江
の
月
夜
神
の
御
心
ま
て
も
さ
こ
そ
と

た
と
へ
ら
れ
た
る
太
以
不
足
信
用

㈲

一
慈
鎮
和
尚
を
慈
円
と
計
被
書
た
る
事

拾
遺
愚
草

二
大
僧
正
或
座
主
な
と
被
書
た
り
是
又
不
審

⑨

一
折
敷
裏
に
て
切
物
三
事

後
欲

大
夫
入
道
殿

ハ
狭
関
の
餘
胤
と
し
て
閑
窓

二
道
を
ま
な
ひ
た
る
人
也

一
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⑳⑪

さ
や
う
の
事
と
て
可
被
秘
蔵

二
あ
ら
す
是

ハ
蓮
阿
と
申
者
西
行

二

随
遂
し
て
哥
事
を
聞
た
る
事
共
記
し
た
る
中

に
西
行
か
申

た
る
事
也
そ
れ

ハ
下
北
面
に
て
さ
や
う
の
事
を
も
秘
蔵
し
け
ん

其
謂
あ
り
か
れ
を
み
た
る
人
の
か
け
る
事

に
や

一

虫
食
ノ
御
あ
そ
ひ
ノ
時
ト
イ

ヘ
ル
事

虫
食
ノ
在
如
此

一
儿

内
宴
相
撲
節
な
と

ハ
朝
家
大
な
る
事
也

マ

丶

マ

丶

儿

た
え
た
る
事
也
内
≧
御
酒
宴
な
と
を

儿

へ
し
と
も
不
覚

古
今

の
誹
諧
相
傳
ノ
人
ま
た
く
な
し
さ
れ
ハ
家
重
事
古
今
大
事
此
事
也

○

誹
諧
と
申

ハ
躰

ハ
利
口
也

云
≧

子
孫
を
思
ふ
ゆ

ヘ
ニ

か
た
は
し

つ
〉
書
付
て
侍
り
ゆ
め
く

も
ら
し
み
す
る
事
不
可
有

此
事
清
輔
奥
義
抄

二
く
れ
く

と
書
て
心
利

口
詞
利
口

な
と
く

ハ
し
く
書
た
る
事
也
他
家
抄
物

二
事

ふ
り
た
る
事
を
か
や
う

に
申
さ
る
へ
し
共
不
覚
返
弦
不
被
信
事
也

九
文
章
も
義
理
も
い
つ
く
も
京
極
殿
ノ
製
作
と

ハ
不
見

此
十

一
ケ
条
大

に
先
不
審
事
也

一
25
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[校
異
]

桐
火
桶
抄
ー
ナ
シ
(鶴
、
同
本
冒
頭
註
記
、
別
掲
参
照
)桐
火
樋
抄
(某
)

或
仁

-
或

人

(彰

・
池

・
静

・
久
乙

・
某

・
続

)

中
納

言
入

道
ー

入
道

中
納

言

(彰
)
、

殿
i

の

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、



製

作

二
あ

ら
サ

ル
ー
非

製

(彰

)
、

由
-

事

(静

・久

乙

・
続
)
こ
と

(某

)

ω

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、
鳴

ー

な

つ

(久

乙
)
、

山

か
け
1

山

か

せ

(静

・
続

)
山
風

(久

乙

)
や

ま

か
せ

(某

)

里

の
ー

里
も

(久

乙
)
、

嶺

の
花

の
ー
花

の
嶺

の

(彰
)

な

と
や

ー
な

と

か

(久

乙
)

う

ら
や

ま
れ

き
ー
う

ら
や

ま

れ
侍

り
き

(岩
)

十

五
首
-

十

五
首

の

(岩

・
資

・
彰

・
久

乙

・
某
)

十
五
首

の

(静

)

五
条

-
京
極

(池
)
、

殿
ー

ナ

シ

(久

乙
)
、
後

ー
後

の

(鶴

・
岩

・
彰

・

久

乙

)
、

不
審
-

不
審

重
本
ニ
ハ
如
此
在

(浅

)
不
審

也

(彰

・
池

・
続
)

に
ー

ナ

シ

(久

乙
)
、

暮
ー

普

(岩
)
、

禰
美

ー
禰

美

の

(鶴

・
岩

・
久

本
ノ
マ
・

乙
)
積

美

(某
)

賞
美

(続

)

京

極

も
ー
京

極
殿

も

(彰
)

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

玉
葉

ー
玉

葉

集

(彰
)
、

不
審

-

不
重
審
敦

(浅

)
不

審
也

(彰

・
池

)

賀

茂
ー
加

茂

の

(某
)
、

御
幸

-
御

幸
之

(鶴

)
御

幸

の

(岩

・
久

乙

・

某

.
続

)
、

又
ー

ナ

シ

(某
)
、
以
後

ー

以
来

(池

)
以
後

の

(岩

・
久

乙

・
某
)
、
歌

ー
也

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)

②

一
ー
ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

天
上
人

-
殿

上
人

(鶴

・
久

甲

・

彰

・
池

・
久

乙

・
某

・
続

)
、
両

三
-

両

三
人

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

ゐ
i

位

(岩
)

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続
)
、
出

〉
ー

い
て

〉

(浅

・

鶴

・
東

・
岩

・
久

甲

・
資

・
彰

)
出

て

(池

・
静

・
久

乙

・
某

・
続
)
、

ヲ
ー

ナ

シ

(久

甲
)

す

さ
み

て
ー
す

さ

ひ
て

(鶴

・
池

・
久

乙
)
、

詠

し
た

る
1
詠

し
ら

れ

た

る

(岩

)
詠

し

し
た

る

(池

)

と
や
ー

な

と
や

(岩
)

催

馬
楽

-
此

儀
催

馬
楽

〈
久

乙
)
v

な

と
ー

ナ

シ

(静

・久

乙

・
某

・続

)
、

扇
拍

子

ー
扇

子
拍

子

(彰

・
某

)

⑧

一
ー
ナ

シ

(静

・
久

乙

(朱
丸

あ

り
、

以
下
同

)
・
某

・
続
)
、

殿
-

殿

の

(久

乙
)

ナ

シ

(東

・
岩

・
静

・
某

・
続

)

と
ー

と
も

(岩
)
、
被

書

た

る
1
被

書

(資

・
静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

愚
草
-

愚
藻

(某

)

諸
人

ー
諸

人

ノ

(鶴

)
、

へ
き

に
ー

へ
き

(彰
)
、
故

殿
1
古

殿

(彰

)
、

摂
政
殿

-
摂

政

(某

)
な

と
1

以
下
次

行

の

「
摂
政

」
ま

で
脱

(某

)

内

≧
ー
内

≧

の

(鶴

・
久

乙
)
、
抄

物

ニ
ー
抄

物
ホ

(等

)

(池

)
、

摂
政

と
1
摂

政

(池
)
、

か

》
る

へ
し

1
書

へ
し

(岩

)

ω

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、
御

哥

1
御
哥

の

(鶴

・
池

)
、

た

と

へ
に
裂

と

ヘ

ハ

(岩

)
、

い
と

ー
ナ

シ

(彰

)
、

み
す
索

箔

(彰

)

柳

冒

-

柳

胃

(浅

)

柳

男

(鶴

・
東

・
岩

・
久

甲

・
資

・
彰

・
池

・
静

・

久

乙

・
某

・
続

)
、

た

>
ー

ナ

シ

(彰

・
池

)
、

十

三

絃

-

十

二

絃

(浅

・

久

甲

・
彰

・
池

)

て

す

さ

ひ

に
1

手

す

さ

み

に

(静

・
某

・
続

)
、

つ

>
1

な

か

め

い

た

さ

せ

給

へ
る

な

と

や

申

へ
き

(岩

)

つ

》

と

(彰

)

つ
と

(某

・続

)
、

云

≧

ー

ナ

シ

(池

)

こ

れ

ハ
ー

タ

レ

ハ

(鶴

)

て

い

1

程

(某

)
、

侍

る

ー

侍

る

を

(続

)

㈲

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

た

と

へ
た

る

ー

た

と

へ
る

(岩

)
、

哥

仙

ー

哥

仙

の

(岩

・久

乙

)
、

中

ー

ナ

シ

(鶴

)
、

通

具

-

道

具

(池

)

な

と

か

ー

な

と

(久

甲

)
、

な

と

を

ハ
ー

ヲ

ハ

(鶴

)

な

と

を

(池

)
な

と

は

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)

一
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有
家

-
家

(久

乙
)
、

新
勅

撰
-

新
勅

撰
集

(某

・
続

)

す
く

な
く

1
少

シ

(鶴

)
、

又
ー

ナ

シ

(池

)
、

以
来
-

已
来

(浅

・
久

甲

・
某

)

定

家

の
ー
定

家
卿

の

(鶴

・
彰

)
定
家

(静

・
久

乙
)

ナ

シ

(某

・
続
)
、

撰

は

れ

て
ー

え

ら
ま

れ

て

(某

)
撰

ハ
れ

た

る

(岩

)
、

候

に
も
1

作

に

も

(岩

)
、

通
具

-
道

具

(池

)
、

不

入
候
i

不

入

(岩

)

被

出

さ
る

へ
し
1

取
出

さ

る

へ
し

(鶴

・
東

・
久

甲

・
彰

・
池

・
静

・

久

乙

・
某
)

取
出

る

へ
し

(続
)

な

れ
は

の
ー
な

れ

は

(久

甲

・
彰

・

池

・
静

・
久

乙

・
某

・
続

)

大

様
-

大
概

(鶴

・
久

甲

・
久

乙

・
某

)
、

才
覚

-
才

学

(浅

・
資

・
某

・

続

)

㈲

一
ー
ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、
云

≧
1

云

(続
)

奥
書

ニ
ー
奥
書

(彰

・
池

)
、

訖
ー

ナ

シ

(岩

)
、
朝

臣
ー

ナ

シ

(池

)
、

定
家

-
定

家

と

(岩

)

轉
ー

任

(岩
)

ω

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

其
時

ー

ナ

シ

(鶴
)

本
行

中

に
あ

り

(岩

・
久

甲

・
彰

・
静

・
久

乙

・
某

・
続
)

此
時

(池

、
本

行
中

)
、

中

二
ー
中

(鶴

)
、
許

-
中

(久

乙
)

ナ

シ

(彰

・
池

)

京
極

-
京

極

の

(岩

)
、
心

ニ
ー

心

に
は

(某
)
、
新

勅
撰

-
新

勅
撰

に

(彰

・
池

)

俊
成

女
-
俊

成

卿
女

(資

・
彰

)

而
ー

ナ

シ

(資

)
、
住

江

の
1
住

江

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

月
夜
ー

月

の
夜

(彰

)
、
神

の
1

神

の
御
神

の

(岩

)
神
楽

の

(静

・
久

乙

・某

・

続

)
、
御

心

-
御
慮

(彰
)
、

ま

て
も
ー

ま

て

(某

・続

)
、

さ

こ
そ
と
ー

ナ

シ

(浅
)
本
ノ
マ
・

太

以
ー

を
以

(池

)
、
信

用
-

信
申

⑧

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)

愚

草
-

愚
藻

(某

)
、

な
と

ー
な

と

〉

(久

乙
)
、

是
ー

ナ

シ

(久

乙
)
、

不

審
ー

不
審

也

(池

)

⑨

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、
折

敷
-

折
敷

の

(鶴
)
、
三
事

-

之

事

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)

狄
関

ー
摂

関

(岩
)

と

て
ー

ま

て

(池
)
・
可

被
秘

蔵

二
ー
可
被

秘

蔵

(鶴
)
、

可
被

秘
蔵

事

に

(久

乙

・
某

・
続

)
、

西
行

ニ
ー

西
行

と

(岩
)

西
行

か

(某

・
続
)

随
遂

1
随

逐

(久

甲

・
資

・
彰

・
池

・
彰

・
久
乙

・
某

・
続
)
、

哥
事

ー

哥

の
事

(鶴

・
岩

・
彰

・
池
)

哥
書

(静

・
久

乙

・
某

・
続
)

事
也

ー
事

共
也

(彰

)
、

を
も

ー
を

(資

・
彰

・
池

)

か

れ
ー

ソ

レ

(鶴

)
以
下

「
に
や
」
ま

で
脱

(久

甲

)
、

人

の
1

人

(池

)

虫
食
了

⑩

一
ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続
)
、

虫
食

ー

・
1

(鶴

)

(東

)

虫
喰

1

(岩

・
久

甲

・
資

)

虫

喰

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)

ナ

シ

(彰

・
池

)
、

ノ

御

あ

そ

ひ

ー

御

あ

そ

ひ

」(彰

)

引

の
御

あ

そ

ひ

(静

・
久

乙

・
某

・

続

)
、

時

ト

ー

と

き

に

(久

甲

・
彰

・
池

)
、

イ

ヘ
ル

ー

い

つ

る

(彰

・

池

)

一
儿

虫
食
ノ
在
如
此

ー

ナ

シ

(東

・
岩

・
久

甲

・
資

・
彰

・
静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

内

宴

ー

内

裏

(資

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

節

ー

節

會

(岩

)

ナ

シ

(某

・
続

)
、
朝

家

-
朝
家

の

(鶴

・
資
)

バ

ー
-

(鶴

・
東

・

虫
食

岩

・
資

)

(久

甲
)

ナ

シ

(彰

・
池

)
、

た

え
1
引

立

(久

乙
)
引

一
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た

え

(某

・
続

)

也

i

ナ

シ

(浅

)
、

内

≧

1

内

≧

の

(久

乙

)
、

な

と

マ
・

虫
食

を

ー

な

と

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

儿

ー

(鶴

・
東

・
資

)
ー

(久

甲

)

ナ

シ

(岩

・
彰

・
静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

へ
し

1

申

へ
し

(鶴

)

引

へ
し

(岩

・
静

・
久

乙

・
某

・
続

)

ω

一
i

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・
続

)
、

古

今

の

1

古

今

(岩

・
彰

・
池

・

某

・
続

)
、

相

傳

ノ

ー

相

傳

(彰

・
池

)

相

傳

の

事

(静

・
久

乙

)

相

傳

事

(某

・
続

)
、

さ

れ

ハ
ー

ナ

シ

(鶴

)
、

家

-

家

の

(鶴

・
岩

)
、

此

事

ー

ナ

シ

(彰

・
池

)
、

O

ー

ナ

シ

(鶴

・
岩

・
資

・
彰

・
池

・
静

・
久

乙

・

某

・
続

)

□

(空
白

)

(久

甲

)

申

バ
ー

申

(彰

・
池

・
続

)
、

也

-

也

と

(続

)

書

付

て

ー

書

付

(鶴

)
、

侍

り

1

侍

る

(岩

・
静

・
久

乙

・
某

・
続

)

く
れ
く

と
ー
く

れ
く

(彰

・
池

・
静

・
久

乙

・
某

・
続
)

他

家
-

他
家

ノ

(鶴

)
、

事
ー

書

(久

乙

・
某

・
続

)
、

ふ
り

た
る
ー

ふ

れ
た

る

(彰

・
池

)
不
被

信
事

也

-
不
被

信

用
也

(池
)

九

ー
ナ

シ

(資

)
、

京
極

殿

ノ
ー
京
極

の

バ
静

・
久

乙

・
某

・
続

)

大

に
ー

に

(久

甲
)

ナ

シ

(彰

・
池

)
、
先

ー

ナ

シ

(静

・
久

乙

・
某

・

続
)
、
不

審
-

不
審

の

(岩

・
静

・
久

乙

・
某

・
続
)

6

本
文
に
つ
き

一
二
註
記
し
て
お
こ
う
。

た
と
え
ば
後
半
の
⑩
に
見
ら
れ
る
虫
損
に
よ
る
不
明
箇
所
は
諸
本
共
通

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
元
は

一
つ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
派
生
し
た
と
推
測
さ

れ
る
が
、
校
異
に
示
し
た
よ
う
に
本
文
中
に
所
々
少
な
か
ら
ず
異
同
を
含

ん

で

い
る
。

強

い
て
分

け

れ
ば
、
序

的

一
文

と
末

尾

の

一
段

の
字
句

に
よ

っ
て
本

文

は
、

㈲

京
極

中
納

言

入
道
殿

製
作

二
あ
ら

サ

ル
由

見

及
条

≧
…

…
此
十

一
ケ

条
大

に
先

不
審

事
也

[
由

(よ
し

)
ー

大

に
先

(大

に
ま
つ

)
]
型

㈲

京
極

中
納

言

入
道

の
製
作

に
あ

ら

さ
る
事

見
及

条

ζ
…

…
此
十

一
ケ

絛
大

に
不

審

の
事
也

[
事

(こ
と

)
ー
大

に
]
型

の
二
様

に
分

か
れ

る
。
㈲

の
形

を
示

す

の
は

ー

の
天

理
本

を
始

め

2
3

4

5

7

の
諸

本
、

ω

は
10

11
12

13

の
諸

本

で
あ

る
。

6
は

「
よ
し

」
1

「
ま

つ
」
、

8
9
は

「
由
」
1

「先

」
の
如

く
、

そ
れ

ぞ
れ
中

間
的

な
形

を
示

す
。

注
意

さ

れ
る

の
は
、

こ
れ

ら

の
差

異

は
小
稿

冒
頭

に
述

べ
た
、

『井

蛙

抄
』

『
水
蛙

眼
目

』
と

の
結
合

状
況

に
よ
る
形

態
上

の
差

異

と
ほ

ぼ
対
応

し

て

い

る
点

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

『
桐
火

桶
抄

』

の
本
文

は
根

を
同

じ

く
し

な
が

ら
も
、

『井

蛙
抄
』

『水

蛙

眼
目
』

と
、

あ

る

い
は
そ

の

一
部

と
結

び

つ
き

な
が

ら
流
伝

す

る
間

に
、
幾
何

か

の
相

異
を

生

じ
た
、

と

ひ
と

ま
ず

想

定

　
お
　

さ
れ

よ
う
。

当

の
本

文

は
、

ま
ず

「
桐

火
桶

抄
」

の
標

目

に
始

ま
り
、

執

(
24
)

筆

意
図

を
述

べ
た
序

的

一
文

の
の
ち
、
十

一
に
亘

る
不
審

点

の
条

々
が

あ

り

、
定
家

作

へ
の
存

疑

を
強

調
し

た
末
尾

の

一
文

で
閉

じ
ら

れ

る
。

さ

て
、

以

上

の
本

文
内

容

を
先
掲

の
異

同

に
留
意

し

な
が

ら
細
読

す

る

こ
と
を
通

し

て
私

た
ち

は
、

『桐

火

桶
抄
』
筆

者

に
よ
る

『桐

火
桶

』
批
判

の
論

点
を

つ
ぶ
さ

に
吟
味

す

る

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

そ

の
た

め

の
基

と

な
る

テ
キ

ス
ト

の
実
体

を
見

定

め
る

べ
く
、

小
稿

で
は
書
誌

的
な

知
見

に

つ
い
て
整
理

を
施

し

て
み
た

。

「
28

一



〈
註

〉
(
1
)

久
曾
神
昇

「井
蛙
抄
と
水
蛙
眼

目
覚

書
」

(『書
誌
学
』
13
-
3

一
九
三
九

・九
)

(
2
)

井
上
雄

『中

世
歌
壇
史

の
研
究

南
北
朝
期
』
(
一
九
六
五
、
改
訂
新
版

一
九

八

七

明
治
書
院
)

(
3
)

松

平
黎
明
会
編

『松
平
文
庫

影
印
叢
書

五

歌
学

・歌
論
書
編
』

(
一
九
九
三

新

典
社
)
『井
蛙
抄

』
の
解
題

(齋
藤
彰
)

(
4
)

野
中

和
孝

「長
崎
県
立
図
書
館
蔵

本

『井
蛙
抄
』
ー

巻
六

・
翻
刻
と
解
題
1

-

」

(『活
水
論
文
集
』
36

日
本
文
学
科
編

一
九
九
三
・
三
)
、
同

弓
井
蛙

抄
』

異
文
-

長
崎
県
立
図
書
館
蔵
本
の
紹
介
I

L
(『ぐ
ん
し
よ
』
20

一
九
九

三

・
四
)

(
5
)

伝
本

に
よ
り
箇
条

の
立

て
方

に
出

入
り
が
あ
り
、
お
の
ず

と
条

数
も
異
な
る
。

い
ま
東

北
大
本

に
よ
り
示
す

と
、

④
は
冒
頭
条
か
ら
第

二
八
箇
条

「今

出
河
院
近

衛
局
被

語
云
」
(条

頭

の
語
句

の
み
示
す
。
以
下
同
じ
)
ま
で
。
鳧
は
冒
頭
条
か
ら

第

六
三
箇
条

「故
宗
匠

云
初
心
な
る
時

ハ
」
ま

で
。

範
は
冒
頭
条

か
ら
第
六
四
箇

条

「
又
云
民
部
卿
入
道
被
申
し

ハ
」
ま

で
。

衡
は
第

六
四
箇
条

か
ら
最
末
条

ま
で
。

鶤
は
第

六
五
箇
条

「勅
撰

に

ハ
異
名

と
も
あ
り
」
か
ら
最
末
条

ま
で
。

(6
)

「此
已
下

禁
裏
御

本
に
は
無
是
」。

(7
)

「是

ヨ
リ
已
下

ハ
高
倉

ノ
本

ニ
ハ
不
可
有
之
」
。
第
六

四
箇
条

の
行

間
も
し
く
は

末
尾

に
あ
る
。
「高
倉

ノ
本
」
は

「堯

孝
所
持
本

の
意

か
」
と
す
る
井

上
宗
雄

の
指

摘

に
従

う
。
井
上

(2
)

珊
頁
参
照
。

(8
)

○

は
中
途

よ
り
主
と
し

て
「京
極
黄
門
」
と
称

す
る
も
の
、

一
は
主
と
し

て
「京

極
」
と
称
す
る
も

の
、

△
は
そ
の
中

間
形
態
。
呼
称

の
様
態

と
そ
の
意

味
に

つ
い

て
は
別
稿

で
細
述
し
た

い
。

(9
)

(3
)

に
同
じ
。

(10
)

書
陵
部
蔵

本

(猫

・
盥
)
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
久

松
本

(A

16
)
、
大
東
急

記
念
文
庫
蔵

本

(41

・
2

・
跚
)
。
他

に
竜
門
文
庫
蔵
本

(未
見
)。
井

上

(2
)

嬲
ー

珊
頁

な
ら
び

に
井
上
同
書

・室
町
前
期

(
一
九
六

一
、
改
訂
版

一
九

八
四

風

間
書
房
)
跏
頁
参
照
。

い
ず
れ
も

鋤
の
本
文
を
持

つ
。
な

お

『
国
書

総
目
録
』
は

『水
蛙
眼
目
』
の
項

に
別
称

と
し
て

「
雑
談
記
」
の
名
を
掲
げ

る
が
、

テ
キ
ス
ト
の

実
状

に
適

わ
し
く
な

い
。
小
稿

の
よ
う
な
分
類
名
称
を
用

い
て
整

理
し
て
お
く
。

『水
蛙
眼
目
』

の
名
称

と
そ
の
実

体

に
つ
い
て
も
再
検
討

す

べ
き
か
。

(11
)

尊

経
閣
文
庫
蔵
本

(第

一
の
み
、

一
軸

、
伝
頓
阿
筆
)
、
高
松
宮
旧
蔵
本

(第

一

～

五
、
五
軸
、
伝
堯
孝
筆
、
跋
文
燭
、
註
記
②

、
定
家

の
呼
称
は

一
に
属
す

る
)
、

ら

静
嘉

堂
文
庫
蔵
本

(鯤
・
20

・
鵬
、
第

一
・
二
の
み
)、
熊
本

大
学
附
属
図
書
館
蔵

北

岡
文
庫
本

(2

・
3
・
40
、
第

一
・
二
の
み
)、
引
前
市
立

図
書
館
蔵
岩
見
文
庫

本

(
W
皿

・
1

・
71
、
第

一
・
二

・
(三
)

ま
で
V
な
ど
。

(12
)

太

宰
府
天
満
宮
小
鳥
居
家
蔵
書

(細
)
「水
蛙

眼
目
」

([歌
論
集
]
所
収
)
は
雑

談

を

一
部
抄
出
。
浅
井
幽
清

『摂
津
徴
』

(内
閣
文
庫
蔵
本

鵬
・38
)
は
摂
津
関
係

記
事

を
抄
出
。
他

に
高
松
宮
蔵
本

(題
簽

・扉

に

「井
蛙
抄

」
扉
小
書

に

「制
詞

加
難

詞

歌

の
よ
み
か
た
」
と
あ
る
)
は
詠
歌

一
躰

と
井
蛙
抄
第

三
を
吸
収
。
同

一

書

は
高

松
宮
旧
蔵
中

に
他

の

一
本

あ
り
。

『知
海
抄

』

(宝
永

元
年

(
一
七
〇

四
)

　

越
智

正
喬
自
序
)
は
井
蛙
抄
第

二
の
註
釈

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

脚

・
17

・
鵬
、
宮

　

城
県

図
書

館
蔵
伊
達
文
庫
本

皿
・
㎜
・
35
)
。

つ
い
で
に
記

せ
ば

、
井
蛙
抄
板
本

に

諸
種

あ
り
。
ま
た
早
稲

田
大
学
図
書
館
蔵

本

(
へ
4

・
嬲

・
1
～
2
)
は
慶
安
板

本
写

か
。
東
大
寺
図
書
館
蔵
本

(41

・
膃

・
1
)

は
貞
享

三
年

板
本
写
。
な

お
兼

築
信
行

氏
蔵
零
葉

(『抄
』
を
伴
う
井
蛙
抄

の
二
葉
)
に

つ
き
同

氏
よ
り
教
示
を
得

・

た
。

以
上
の
諸
伝
本
は
先
掲
表

の
伝
本
中

に
含
め

て
い
な

い
。

(13
)

日
本

歌
学
大
系

・
第
五
巻
。
以
下
同

じ
。

(14
)

た
と
え
ば

『愚
問
賢
注
』
の

「初

心

の
人
心
を
さ
き

と
し
て
詞
を
後
に
す

べ
き

か
」
云
々

に
対
す
る
注

に
、

「古
迹

と
申

す
聖
教

に
、
初
心
実
難
、
由

レ難
退
、
何

時
成

と

い
へ
り
。
何
事

に
も
金
言
者
歟
」
と
あ
る
の
は
、
水
蛙
眼
目

・跋
文

の
「古

迹

と
申

聖
教
に
は
し
め

て
入

ハ
ま
こ
と
に
か
た
し
、
か
た

き
に
よ
て
し
り
そ

か

ハ

何
時

に
か
成

せ
ん
と

い

へ
り
、
何
事

に
も

お
な

し
か
る

へ
し
」
(東
北
大
本
)
と
類

似
す

る
。

(15
)

H
は
天
理
本
、
I
J
は
東
北
大
本

に
よ
る
。
な
お
引
用
す

る
ー
は

(先
表

に
示

し
た
)
1
-
に
相
当
す
る
。

こ
れ

に
は
異
文
1
2
13
が
あ
る
。
左

の
と
お
り
。

1
2

右
此
書
者
頓

阿
法
師
対
為
世
卿
所
被

聞
書
也
、
号
井
蛙
抄
、
六
軸
合
為

一
冊
、

於

二
条
家

尤
秘
蔵
者
也

明
応

三
年

正
月
十

一
日

(署
名
な
し
)
[久
松
本

乙
に
よ
る
。
朱

に
よ

る
返
り
点
等
を

省

い
た
。
島
根
某
家
本

・続

類
従
本

に

は

「尤
為
秘

蔵
者
也
」
と
あ

る
]

1
3
は
仮

り
に
称

し
た
。
彰
考
館
本

『水
蛙
眼
目
』
の
跋
文
奥

に
、
文
言

は
無
く
打

ち

つ
け
に

「法
印
蕘
恵

判
」
と

の
み
あ
る

の
が
そ

れ
。

同
本

「抄
』
の
奥

に
は
J

一
29

一



が
記

さ
れ
て

い
る

(た
だ
し
署
名
を
欠
く
)
。

(16
)

書
陵
部
蔵

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム

に
よ

る
。

(17
)

片
桐
洋

一
7
甲
世
古
今
集

注
釈
書
解
題

三
』

(
一
九
八

一

赤
尾
照
文
堂
)
参

照
。

(18
)

当
該
本

に
は
以
上

の
奥
書

の
後

、
さ
ら

に
仮
名
本

「詠
歌
大
概
」
が
付
載

さ
れ

て

い
る
。

(19
)

『実
隆

公
記
』
は
此

の
日

の
記
事
を
欠

く
。

な
お
文
明
十
九
年
は
七
月

二
〇

日
、

長
古
子
に
改
}兀
。

(20
)

井

上
宗

雄

(
10
)
掲
出

の
室
町
前
期

憫
頁
参
照
。

(21
)

各
奥
書

の
文
面
は
省
略

に
従
う
。
板
本

あ
る

い
は
日
本
歌
学
大
系

し第

五
巻

所

引
、

な
ら
び

に

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

の
諸
論
考
所
引

を
参
照

。

(22
)

当
該
奥
書

は
以
下

の
と
お
り
。
「右
頓

阿
之
抄
、
二
條
家
之
目
足
也
、
努

≧
不
可

外
見
、
卒
《
書
写
、
鳥

跡
可
恥
≧
≧
、
明
応

甲
寅

暮
秋
上
旬

(花
押
)
」。
国
文
学

研
究
資
料
館
蔵
久
松
本

(99

・
65

・
1
～

2
)

に
よ
る
。

同
本
は
伝
宗
祗
写
。

(23
)

た
だ
し

3
の
鶴
見
大
学

本
は
標
目
を
欠
く
。
代

わ
り
に
、

』

偽
作

之
書
事
L

(イ
)
、
「
六
巻

書
第
五
云
」

(
ロ
)
と

二
行

に
記

し
た
あ
と
、
序

的

一
文
以
下
を
書

写
し

て
い
る
。

さ
ら

に
イ

ロ
そ
れ
ぞ
れ

の
下

に
細
註
が
、

イ
に

「就
称
定
家
卿
製

作
十

一
條
不
審
之
儀
也
」
、
ロ
に
「末

二
此
書

ヲ
被
書

候
也
、
彼
抄
内

二
此
十

一
ケ

条

ハ
不
入
候
、
可
有
御
心
得
候
」
の
如
く
見
え
る
。

イ
に
云
う

「
偽
作
之
書
」
の

概
念

は
、
『桐
火
桶
抄

』
の
趣
意
を
簡
明

に
解
説
し

た
註

記
と
と
も

に
注
意

さ
れ

る
。

ロ
の

「
六
巻
書

」
と
は
註

に
云
う

「彼
抄
」
と
同
様

『井
蛙
抄
』
を
指
す
は

ず

で
あ
る
。
小
稿
で
検
討
し
た

『井

蛙
抄
』
と

『桐
火
桶
抄
』

の
関
係

(相
互
の

位
置
関
係

)
を
裏
付
け
る
記
載

で
あ

る
。

そ
も
そ
も
鶴
見
大
本
は
、

一
連

の
東
家

流

口
伝
書
類

の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら

の
記
載

は

東
家
流

に
お
け
る
両
抄
享

受

の

一
端

を
伝
え

る
も

の
と
し
て
す

こ
ぶ
る
興
味
深

い
。

(24
)

ち
な

み
に
欟

蜘

し
た
本
紋

の
⑨

に
見
え

る

「随
遂
」
は
底
本

の
ま
ま
。
易
林
本

節
用
集

の

「随
縁
…
…
ー
逐
」
や
、
他
本

(校

異
参
照
)
に
も
見

え
る

「随
逐
」

に
訂
し

て
用

い
る
べ
き
か
。

大
学
)

に
お
け

る
口
頭

発
表

の

一
部
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

*

『桐
火
桶
抄
』
本

文

の
引
用

・掲
載
を
許

可
さ
れ
た
天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館

、

な
ら
び

に
閲
覧

と
校

合
本
使

用
に

つ
き
格

別

の
御

配
慮
を
賜

っ
た
広
島
市

立
中

央
図
書
館

、
そ
の
他

の
諸
文
庫

の
関
係
各
位

に
対

し
、
厚

く
御
礼
申

し
上
げ
る
。

「
30

「

付
記

小
稿
は
中
世
文
学
会
第
七
十
七
回
大
会

(
一
九
九
四
・
一
〇
)

於
椙
山
女
学
園
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